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【目的】フォトニック結晶（Photonic Crystal: PhC）は、ナノメートルオーダーの誘電体周期構造を持つ光

学素子であり、ブラッグ反射によって周期に対応した特定波長光の進行方向や群速度を制御可能という

特徴を有する。このPhCに周期構造のない領域、欠陥を導入することにより内部に光を閉じ込めること

が可能であり、センサー応用が報告されている[1]。 

本研究は、この欠陥を脂質二重層チャンバーとして用いることで脂質二重層を介した物質の輸

送を高感度に検出可能なセンサーの開発を目的とする。本センサーにより、細胞膜および膜タン

パク等の機能解析が期待されると考えている。 

また、PhC を可視領域で高い屈折率(n = 2.5)を有する材料である TiO2を用いることで水溶液中

での光制御を効率よく行うことを着想した。 

今回は、チャンバー構造を有するTiO2製PhCの作製および脂質二重膜作製の検討、光学特性評価を行

ったので報告する。 

【実験】Si基板上にポジ型レジストZEP520Aを塗布し、電子線描画装置によって格子定数 300 nm, 半径 

90 nm の三角配置ホールアレイ構造中に、対角 1 m の六角形型構造を配置したパターンの描画を行っ

た。描画したパターンは反応性イオンエッチングプロセスによりSi基板を加工し、マザーモールドとし

た。 

次に、このマザーモールドからポリビニルアルコール製ピラーアレイをナノインプリントによって

転写し、水溶性モールドとした。この水溶性モールドを用いてガラス基板上に光硬化レジスト材料であ

る SU-8製ホールアレイパターンの転写を行った。最後に、SU-8製ホールアレイパターンに対してチタ

ニウムアルコキシド溶液を充填し、焼成することによりチャンバー構造を有する TiO2製 PhC を作製し

た。 

作製したチャンバーを有する TiO2製 PhC には、接触法[2]を用いてチャンバー内に蛍光色素含有水溶

液を封止し、チャンバー内での発蛍光を観察した。 

【結果および考察】作製したチャンバー構造を有するTiO2製 PhCは、直径 180 nmの円柱状 TiO2製ピラ

ーが格子定数300nmで三角格子状に配置されており、六角形のチャンバー構造を有することが走査型電

子線顕微鏡観察より確認された（図１）。 

脂質二重層膜作製および光学特性評価の詳細はポス

ターにて報告する。 
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図１ TiO2製 PhC の SEM 像 
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